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ETC2.0プローブを活用した分析事例 

佐治秀剛・田中良寛・鹿野島秀行・牧野浩志 
 

1．はじめに 1 

道路行政を効率的かつ効果的に展開するために

は、道路交通の実態を観測し、課題を分析した上

で、施策の計画・実行・評価・改善に継続的に取

り組む必要がある。交通調査データは、道路行政

のPDCAサイクルの中で、重要度が増している。 
しかし道路交通状況の常時観測は非常に困難で

あった。これまでの交通状況調査手法は、非常に

限られた地点でのみ断面交通量を測定する、限定

された日にのみ調査車両を走行させ、その結果を

もってその区間の旅行速度とみなすといった制限

の多い調査手法であった。  
そのため、道路計画策定には、5年に一度実施

される道路交通センサスによる主要区間ごとの日

平均交通量が基本となっていた。また、ニーズの

高い渋滞情報の算出には路側に設置されたトラ

フィックカウンター（以下、トラカンと言う）と

いう定点観測装置が使われているが、地点の速度

から渋滞状況を推定するため、実態を必ずしも十

分に把握しているとは言い切れず、またトラカン

が設置されていない箇所では、渋滞の把握ができ

ないという課題があった。  
一方、国土交通省では、2011年より全国の高

速道路本線上を中心として、約1,600箇所に ITS
ス ポ ッ ト を 設 置 し て い る 。 市 販 さ れ て い る

ETC2.0対応カーナビ搭載の車両が ITSスポット

を通過することで、車両の緯度・経度、時刻、加

速度を収集している。この情報をETC2.0プロー

ブと称する。 
ETC2.0プローブを用いて、車両の走行履歴を

把握することで、トラカンがない箇所でも渋滞を

把握することが可能になる上、渋滞情報や旅行時

間情報の把握がより精度を増すことになる。また、

急ブレーキを踏むような現象が多く発生する危険

箇所の特定も可能である。これらの情報は、道路

管理者が渋滞箇所の把握、危険箇所の把握、道路
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改善計画の立案などに有効に活用することで、道

路交通システム全体の改善に貢献する社会的な意

義を持ち合わせている。 
本稿では、ETC2.0プローブの活用事例および

ETC2.0プローブを集計・表示するために開発し

たプローブ情報利活用システムの概要について、

紹介する。 

2．ETC2.0プローブの活用事例 

2.1 ETC2.0プローブの概要  
ETC2.0プローブは、「基本情報」「走行履歴」

「挙動履歴」から構成される。これらのデータを

プローブサーバで処理することで、旅行時間や旅

行速度の算出・蓄積を行っている。集計単位は、

デジタル道路地図の基本道路（全国約39万km）

のリンク（DRMリンク）単位と、道路交通セン

サス等で用いられる交通調査基本区間単位である

（図-1）。 

a) 基本情報 
基本情報は、ETC2.0対応カーナビに関する

情報（無線機に関する情報（製造メーカ、型番

等）、カーナビゲーションに関する情報（製造

メーカ、型番等））、車両に関する情報からなる。 
b) 走行履歴 

走行履歴は、時刻、緯度・経度、道路種別

（高速，都市高速，一般道等）等のデータで、

前回蓄積した地点から200m走行した時点、進

行方向が前回蓄積した時点から45度以上変化

した時点で蓄積している。ただし、走行開始地

 
図-1 ETC2.0プローブシステム  
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点や走行終了地点などの情報は、収集されない。 
c) 挙動履歴 

挙動履歴は、時刻、緯度・経度、方位、道路

種別、前後加速度、左右加速度、ヨー角速度等

のデータで、前後加速度、左右加速度、ヨー角

速度のいずれかが表-1に示す閾値を越えた時の

ピークを蓄積している。 
 
 
 

 
2.2 ETC2.0プローブの活用  

こ こ で は 、 プ ロ ー ブ サ ー バ に 蓄 積 さ れ た

ETC2.0プローブの分析事例を示す。 
(1) 路上工事が交通に及ぼす影響の把握 

中央道恵那山トンネルの天井板撤去工事 1)に伴

い、下り側のトンネル部を通行止めとし、上り側

で対面通行を行った。これら工事に伴う交通状況

についてETC2.0プローブを用いて検証した。  
ETC2.0プローブは交通状況を面で捉えて可視

化することが可能である。ここでは路線に着目し

て、リンク別・時間帯別の平均旅行速度の集計結

果を模式図として表示した時空間速度図を示す

（図-2）。 
■集計条件 
＜対象路線＞ 

・中央道本線：飯田山本IC～中津川IC 
 

＜対象期間＞ 
・工事中：2013年6月22日（土）～7月2日（火）

工事期間中は、図-2に示す通り恵那山トンネルの

入口手前で渋滞（赤：40km/h未満）が発生し、

ト ン ネ ル 内 で 速 度 低下 （ 黄 ： 40km/h 以 上 、

60km/h未満および緑：60km/h以上、80km/h未

満）がみられた。 
(2) 災害が交通に及ぼす影響の把握 

2014年2月14日（金）夜から15日（土）にかけ

て、関東甲信越地方、東北地方の内陸部で記録的

な大雪となり、山梨県内では河口湖  143cm、甲

府  114cmなど、歴代一位の積雪を観測した 2)。  

これに伴う通行止めの影響を、ETC2.0プローブ

を用いて検証した。 
ETC2.0プローブの平均旅行速度を地図上に図

示した結果を図 -3に示す。14日（金）の18時～

23時については、中央道における旅行速度が確

認でき、東京方面から山梨方面へのETC2.0対応

カーナビ搭載の車両が走行していることがわかる。

しかし15日（土）には東京方面及び静岡方面か

ら山梨方面への旅行速度がなく、ETC2.0対応

カーナビ搭載の車両が走行していないことが確認

できた。 
このように、ETC2.0プローブの旅行速度を地

図上に表示し、さらに災害発生時において、リア

ルタイムに集計・地図表示することで、災害発生

時の“通れた道マップ”を作成することが可能と

なる。 

表-1 挙動履歴の閾値  

 前後加速度 左右加速度 ヨー角速度 

閾値 -0.25G ±0.25G ±8.5deg/sec 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-2 時空間速度図（中央道恵那山トンネル）  

■中央道恵那山トンネル工事における中央道の交通状況
（休日【2013年６月22日～７月２日[4日間]）

下り方向 飯田山本IC⇒中津川IC

飯田山本IC 中津川IC園原IC
恵那山トンネル

　40km/h未満

　60km/h以上、80km/h未満

  データなし

　40km/h以上、60km/h未満

都市間高速
　80km/h以上

進行方向

16時台～22時台に恵那
山トンネル手前で渋滞が
発生している。
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3．プローブ情報利活用システムの開発 

前述の通り、ETC2.0プローブを利用すること

で、工事や災害など交通状況に及ぼす影響の把握

が可能となる。しかし、道路管理者が日々の業務

で、全国から収集されるETC2.0プローブを直接

扱うことは容易ではない。そこで、国総研では、

プローブサーバに蓄積されているETC2.0プロー

ブを用いて、簡単なデータ集計・表示を行うプ

ローブ情報利活用システムを開発した。 
ETC2.0プローブの特徴および道路管理者にお

ける業務プロセスを分析した結果、ETC2.0プ
ローブの活用が考えられる業務として、旅行速度

調査、渋滞長調査、経路把握、路上工事による影

響把握、道路上での事象発生の把握、災害時の通

行可否の確認、ヒヤリハット箇所の特定などが抽

出された。この中から必要なデータサンプル数、

集計区間、データ取得期間などを考慮して、必要

機能の整理を行った（表-2）。  
この整理結果より各機能の優先度や実現性また

道路管理者へのヒアリングを行い、表-3に示す通

り、6つの機能を実装したプローブ情報利活用シ 

 
ステムを開発した。 

道路管理者は、プローブ情報利活用システムの

ポータルサイトにアクセスし、イントラネットを

通じてアプリケーションを操作し、必要な集計結

果を閲覧、利用することができる。  

4．今後の展開 

ITSスポットとETC2.0対応カーナビから収集

されるETC2.0プローブは収集開始から4年余り

が経過し、データ取得量も順調に増加している。

プローブ情報利活用システムの利用状況（ログイ

ン数）についても、毎月300件以上のアクセスが

あり、道路管理者に広く周知・利用されている。 
今後、ETC2.0プローブのデータ取得量のさら

なる増加が予想されるなか、その巨大なデータ、

いわゆるビッグデータを適切に処理し、抽出、そ

して可視化することが必要となる。 
ETC2.0プローブというビッグデータを道路管

理者がより有効に活用するためには、プローブ情

報利活用システムを含め、プローブシステム全体

の発展に向けた研究開発が必要である。  

 
図-3 山梨県のETC2.0プローブ取得状況（大雪時：2月14日～2月15日) 
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表-2 プローブ情報利活用システムに必要とされている機能  

 
表-3 プローブ情報利活用システムの機能  

 


